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　現在の旭区内には、普通の地図の上では『古市』と

いう町名は見当たらない。しかし、「古市小学校」、「古

市連合振興町会」、「古市会館」などのような施設、組

織、団体などの名称で『古市』の地名は広く使われて

いる。　これは地区の名称として用いられているので

あって、この場合の『古市』は古市小学校の通学区域（校

区）を指している。

　すなわち森小路、今市、千林の３町に限定した地域

を指していると一般に理解されている。だが昔からこ

の３町だけの地域を『古市』と呼んでいたわけではな

い。もっと広い地域が『古市』であった。

　古市村は発足後、次第に発展を続け、大阪市編入直

前の大正 12 年 (1923) には人口 6,100 人余り、戸数

1,540 軒余りと都市化が進んでいた。それは当村が属

していた東成郡の他町村も同様であった。

　大正 14年 (1925) ４月１日、東成郡は村民待望の大

阪市に編入（第二次市域拡張）され、東成区と称する

ようになった。それによって古市村の区域は大阪市東

成区の南島町、森小路町、今市町、千林町という新し

い地名に変わった。

　これは古市村発足以前の村名が町名に変わっただけ

であるが、村民は市民と呼ばれるようになったことで

住民には歓迎されるものであった。

　しかし由緒深い『古市』の地名が以後、地図の上か

ら消えることとなった。ただ古市小学校は改称される

ことなく従来の地名のままの校名で残った。

　さらに昭和４年 (1929) ７月１日、南島町から大宮

町が分離、新設され、関連して昭和７年 (1932)11 月

26 日に城北、古市両小学校から分離した大宮小学校

が翌８年に開校されたことによって南島町は大宮小学

校の校区に変わり、古市小学校の校区は４町から現行

の３町の区域へと縮小したのである。

　先に『古市』の地名は現旭区が大阪市編入の大正

14年 (1925) に消えたと言ったが、それは現旭区の範

囲内のことであって、その後も地図上には残っていた。

現城東区の『古市』、現在の古市１～３丁目辺りがそ

れである。

　古市村時代、この地域もまた古市村に含まれていた。

古市村発足以前この地域は田畑ばかりで、今市、千林

の２村が複雑に入り乱れて存在し（錯雑地という）、

さらにややこしいことに清水村の一部までが飛び地と

して入り込み、村の境界は複雑で明確ではなかった。

　しかし、大阪市編入後、都市計画による道路整備が

いち早く進み、地名も道路と関係したものになった。

そして地名も古市大通り、古市北通り、古市中通り、

古市南通りと名付けられ、整然とした区画整理が進め

られた。

　この地域は昭和 18年 (1943) ４月１日、当時の旭区

の南半分が分区して城東区ができたことによって、現

在の国道163号以南が旭区から切り離された。その後、

城東区は区内の区画を整理し直し、この地域を古市１

～３丁目と改称したが、『古市』の地名は残されたまま、

今日に至っている。

　『古市』の地名は今もなお、このような所に名残を

留めているのである。

　ところで、古市小学校が『古市』の校名を名乗るの

は大正 11年 (1922)12 月 10 日、それまでの東成郡組

合立千林尋常高等小学校（創立は明治６年 (1873) ７

月）の校区が東西に分離し、新たに東に村立清水尋常

高等小学校、西に村立『古市』尋常高等小学校が開校

してからである。両校の校名は、それぞれ村名の清水

村および『古市』村に基づいている。

　このように校名が村名からきているならば、この『古

市』村の誕生によって『古市』という地名が地図の上

に登場し、一般に知られるようになったとみてよい。

　『古市』村の誕生は明治 22年 (1889) ４月１日、「市

町村制」施行によって、従来の南島村、森小路村、今

市村、千林村の４村が合併してできたものである。

　そして旧村名はそれぞれ大字名として残された。４

村合併といえば大規模化したように聞こえるが、当時

（明治 22 年 (1889)）の人口は４村合わせても 1,800

人余り、戸数にして 300 軒足らずの純農村であった。

　古市村役場は旧千林村野崎街道沿い（現在の千林交

番の向かい側）に置かれ、村長以下７名の吏員で村政

事務を執っていた。

　ところで古市村発足に際して新しい村名を何とする

か、様々な案が検討されたようであるが、結局、当村

の初代助役に就任する森小路村出身の鳥山庄右衛門氏

（後に明治 28 年 (1895) ４月第３代村長に就任）が、

この地域が古代に『古市郷』と呼ばれていたことを知

り、古代地名の『古市』を村名としたのである。

　我が国最古の百科事典として知られる「和
わみょうるいじゅしょう

名類聚抄」

に『古市郷』なる地名が見られる。この書物の正確な

成立年は分からないが、平安時代中期、延長８年 (930)

から承平５年 (935) までに作られたものと推定され、

醍醐天皇の娘、勤子内親王の命により側近の源順（み

なもとのしたごう：歌人・学者）が編纂したものであ

る（今日、写本が数種残っている）。

　同書の「国郡部」の項に摂津国東生郡（ヒムガシナ

リと読む）には「古
ふる ち

市」「郡
ぐう け

家」「酒
さかひと

人」「味
あじはら

原」の４

郷の地名が記されている。この『古市郷』が現在のど

の地域にあたるかは正確には比定しがたい。

　しかし平安時代の荘園の発達とともに『古市郷』が

消えてゆき、代わって「榎並荘」の地名が登場してくる。

そこで『古市郷』は、ほぼ後世の「榎並荘」と考えら

れる。とすれば現在の城東区（北半分）、旭区、都島

区にわたる広い地域が含まれることになる。『古市村』

は古代の『古市郷』という広域の一部に過ぎなかった

のである。

　しかし命名に当たって鳥山氏がはたしてこのような

古典籍に通じていたかどうか、また助言があったのか

など、その経緯は分かっていない。

　ともあれ古市村は、同時に誕生した城北村や清水村

『古市』の地名考
古市地区に『古市』という町名は
存在しない

『古市』小学校の名に見られる『古市』村の名残

大阪市編入時の地名変更で旭区から『古市』の名が消える

代わりに城東区に『古市』の町名が残る

古代に『古市郷』と呼ばれたことから『古市』村と命名

写真■古市小学校

地図①■古市村成立以前

　　　　江戸期～明治 22年 (1889)

地図②■古市村成立以後

　　　　明治 22年 (1889) ～大正 14 年 (1925)

の命名が村の位置や神社に由来して簡明に命名された

ことに比べ、難しい古代の地名に由来する深い由緒を

持つことは確かである。言うなれば長い間埋もれてい

た古代の地名が明治中期になって当村で復活したので

ある。


